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　１月26日の文化財防火デーに伴い、昨年行った上本屋敷の消防訓練。文

化財である上本屋敷からの火災発生を想定して、地域の方に協力しても

らい、火災発生から鎮火までの流れを体験した。そして、消火器の使用

方法などを消防署員に習い、火に見立てた的を倒す訓練を行った。地域

の宝である文化財を守るのは、地域の方の協力なくして後世に残すことは

できない。そのことを実感した良い訓練となった。（関連記事２～３ページ）

　１月26日の文化財防火デーに伴い、昨年行った上本屋敷の消防訓練。文

災害に備えるって大切じゃのぉ！　上本屋敷消防訓練
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災
害
に
備
え
�

さ
い
が
い
【
災
害
】
地
震
・
台
風
な
ど
の
自
然
現
象
や
事
故
、

火
事
・
伝
染
病
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
る

思
わ
�
わ
ざ
わ
い
。

◉巻頭平
成
22
年
消
防
出
初
式

　

寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
し
た
１
月
10

日
、
千
代
田
中
学
校
�
�
ウ
ン
ド
に
て
、

北
広
島
町
消
防
団
・
北
広
島
町
消
防
本

部
に
よ
る
平
成
22
年
消
防
出
初
式
を
挙

行
し
ま
し
た
。
竹
下
町
長
の
式
辞
に
始

ま
り
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
各
種
表

彰
や
来
賓
か
ら
の
祝
辞
な
ど
で
式
が
進

み
、
激
励
の
言
葉
を
胸
に
、
防
災
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
出
初
式
か
ら
始
ま
り
、
季

節
ご
と
の
各
種
訓
練
や
ポ
ン
プ
操
法
大

会
、
年
末
警
戒
な
ど
年
間
を
通
じ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
�
�
Ｄ
）
の
講
習
や

水
防
訓
練
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
災
害

に
対
し
て
、
万
一
の
備
え
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

◉広島県知事表彰（優良団員表彰）

畑 義信 岡﨑 修

�◉広島県消防協会会長表彰（功績章）

平田 文男 保本 和文 山本 政和 森田 洋見

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 25 年）

大地 喜代志 梅田 哲治 深井 進 保本 和文 中川 俊彦

織田 陽道 畑 弘明 佐々木 昌三 栗栖 博行 中本 稔

植田 康則 西村 豊

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 20 年）

岡本 茂 中川 克也 西川 英司 中須賀 智彦 村竹 明治

川口 忍 折口 策雄 藤本 勝義 堀内 一生 石橋 俊博

中祖 政明 大谷 利幸 中田 要二 敷本 利幸 近藤 康幸

五反田 浩之 横道 正浩 勇知 守 神田 浩二 河原 正信

伊藤 求 高下 雅史 田坂 真吾 玉広 幸穂 旨山 秀男

◉広島県消防協会会長表彰（勤続章 15 年）

小下 聖爾 大内 貴光 伊屋ヶ迫 定則 谷出 雄一 後藤 洋治

上田 譲治 橋垣 学 増田 忠明 上田 守 田津 正敏

藤井 尚志 野村 武志 川原 慎司 和田 亨 鈴木 和博

千田 年弘 織田 学 立川 賢二 上田 正 河野 勝暁

竹下 靖彦 前 勉 益田 晃 垰本 光夫 栗栖 健二

松川 勇 宮本 法昭 山本 剛志 中本 真智男 弓場 一誠

浅枝 輝喜 高松 善幸 竹盛 智治 朝枝 泰善 泉 範弘

◉広島県消防協会山県支部長表彰（功績章）

清見 宣正 福光 祐哉 藤吉 数麿 坂井 孝 上野 敬三

岡﨑 修

◉広島県消防協会山県支部長表彰（表彰章）

曾根田 亨 政木 輝行 佐古 健司 小田 正和 織田 陽道

胡子 信樹 井村 昌司 畑 弘明

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
起
こ
る
災
害
に
は
、
さ
ま
�
ま

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
を
未
然
に
防
�

た
め
に
は
、
常
日
頃
か
ら
の
備
え
が
必
要
で
す
。
北
広

島
町
で
は
消
防
団
を
始
め
、
各
地
域
で
自
主
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
活
動
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
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宝
く
じ
助
成
金
で
防
災
・

予
防
広
報
資
機
材
を
購
入

　

豊
平
地
域
の
阿
坂
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
は
、
㈶
日
本
消
防
協
会
が
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
て
、
地
域
の
女
性

に
よ
る
初
期
消
火
活
動
及
び
予
防
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
行
う
「
平
成

21
年
度
女
性
消
防
隊
に
よ
る
安
全
で

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

に
よ
り
、
防
災
・
予
防
広
報
資
機
材

を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
平
地
域
の
阿
坂
地
区
の
女
性
会

で
組
織
さ
れ
る
阿
坂
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
は
、
阿
坂
地
区
自
主
防
災
会
の
女

性
部
と
し
て
「
自
分
た
ち
の
町
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
防

火
・
防
災
活
動
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

整
備
資
機
材
は
、
軽
可
搬
消
防
ポ

ン
プ
や
防
火
広
報
資
機
材
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
等
）
で
、
防
災
講
習
や
各
種

訓
練
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ひ
ろ
し
ま
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生

　

自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
推
進
役

と
な
る
「
ひ
ろ
し
ま
防
災
リ
ー
ダ
ー
」

が
北
広
島
町
に
誕
生
し
ま
し
た
。
大
地

喜
代
志
さ
ん
（
吉
木
）
と
今
田
信
男
さ

ん
（
戸
谷
）
の
お
２
人
で
す
。
広
島
県

が
今
年
度
か
ら
始
め
た
認
定
制
度
で
、

県
内
で
も
ま
だ
60
名
程
度
。
気
象
や
災

害
発
生
の
仕
組
み
、
災
害
対
策
や
防
災

活
動
な
ど
３
日
間
の
講
座
を
修
了
さ

れ
、
防
災
に
関
す
る
専
門
知
識
と
技
能

を
有
す
る
と
し
て
、
称
号
を
与
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。
地
域
防
災
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

防
災
会
員
も
町
職
員
も
図
上
訓
練

　

図
上
訓
練
と
は
、
地
図
を
使
っ
て
災

害
対
処
能
力
を
高
め
る
机
上
の
訓
練
の

総
称
で
す
。
大
雨
情
報
や
土
砂
災
害
の

発
生
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
考

え
る
実
践
的
な
こ
の
訓
練
を
町
職
員
が

実
施
し
ま
し
た
。
一
方
、
自
主
防
災
組

織
育
成
研
修
会
に
は
、
町
内
の
自
主
防

災
会
な
ど
か
ら
40
名
の
会
員
が
参
加

し
、
災
害
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
避

難
経
路
な
ど
を
地
図
に
描
き
込
む
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
挑
戦
。
防
災
会
で
も

取
り
組
み
た
い
と
好
評
で
し
た
。
地
図

を
使
っ
た
訓
練
で
災
害
に
備
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

芸
北
地
域
で
初
の
自
主
防
災
会
発
足

　

芸
北
地
域
で
初
の
自
主
防
災
組
織
が

結
成
さ
れ
、
初
回
の
研
修
会
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
発
足
し
た
の
は
溝
口
地

区
自
主
防
災
会
（
会
長 

長
葊
修
さ
ん
）

で
、
会
員
は
溝
口
地
区
の
４
つ
の
行
政

区
１
０
０
世
帯
の
皆
さ
ん
で
す
。
研
修

会
で
は
、
町
担
当
者
か
ら
自
主
防
災
会

の
役
割
や
組
織
構
成
、
会
員
の
任
務
分

担
、
町
と
の
連
携
、
今
後
の
活
動
の
あ

り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
長
葊
会

長
は
、「
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
っ
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲ひろしま防災リーダーになった大地さん㊧と今田さん

▲災害箇所や防災情報を描き込むマップづくりに挑戦

▲芸北初の自主防災組織、溝口地区自主防災会役員
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

草
焼
き
は

気
を
つ
け
て
！

　

春
を
目
前
と
す
る
こ
の
時
期
、
農
作

業
の
仕
事
始
め
で
あ
る
地
ご
し
ら
え
や

害
虫
駆
除
を
目
的
と
し
た
、
草
焼
き
を

考
え
る
農
家
の
方
が
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
毎
年
広
報
紙
で
も
呼
び

か
け
て
い
ま
す
が
、
北
広
島
町
の
火
災

は
、
草
焼
き
な
ど
が
燃
え
広
が
っ
て
火

災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
最
も
多
く
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

草
焼
き
か
ら
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

許
可
と
届
け
出
が
必
要

　

草
焼
き
を
行
う
場
合
は
、
役
場
の
許

可
と
消
防
署
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。
あ
る
程
度
の
期
間
で
枯
草
を
焼
く

届
け
出
を
し
た
場
合
は
、
実
際
に
火
を

つ
け
る
日
に
、
そ
の
旨
を
消
防
署
へ
電

話
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

気
象
条
件
に
注
意

　

風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
日
な
ど
は
、
草
も
焼
け
や
す
い
の
で

す
が
、
同
時
に
火
災
危
険
が
非
常
に
高

い
状
態
で
も
あ
り
ま
す
。
天
気
予
報
な

ど
で
、「
空
気
が
乾
燥
し
火
事
が
起
き

や
す
い
で
す
。」
と
い
っ
た
報
道
を
聞

い
た
日
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

許
可
を
得
て
、
届
け
出
も
受
理
さ
れ
て

い
て
も
、
当
日
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て

は
、
草
焼
き
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
か
の
た
め
の
消
火
準
備

　

火
を
つ
け
る
場
合
は
、「
も
し
も
」

に
備
え
、
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
用
意

し
て
か
ら
草
焼
き
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
草
を
焼
い
て
い
る
間
は
、

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
監
視
を
続
け
ま

し
ょ
う
。

　

北
広
島
町
の
消
防
は
、
私
た
ち
消
防

署
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
消

防
団
員
の
方
々
に
よ
っ
て
も
守
ら
れ
て

い
ま
す
。
忙
し
い
時
期
は
お
互
い
様
。

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
…
の
気
持
ち
を
捨

て
、無
理
な
草
焼
き
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
15
日
～
５
月
５
日

林
野
火
災
特
別
警
戒
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人
事
行
政

の
運
営
な

�
の
状
況

北
広
島
町
職
員
の
任
用
や
給
与
の
状
況

な
ど
、
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

に
つ
い
て
、概
要
を
お
知
ら
�
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
�
ー
�
�
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

総
務
課
人
事
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

２
１
１
１

◎職員の採用及び退職状況

①職員の採用・退職状況
　（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）

採用 消防 2 人／医療 8 人
教育 1 人 計 11 名

退職 定年 3 人／勧奨 10 人
普通 4 人／懲戒免職 1 人 計 18 名

②部門別職員数（一般職）の状況
　（平成 21 年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年度
増減数21 年度 20 年度

一般行政

議会
総務
税務
民生
衛生

農林水産
商工
土木

2 人
65 人
17 人
64 人
20 人
35 人
5 人

21 人

2 人
64 人
16 人
67 人
24 人
39 人
5 人

21 人

0 人
1 人
1 人

△ 3 人
△ 4 人
△ 4 人

0 人
0 人

小計 229 人 238 人 △ 9 人

特別行政 教育
消防

23 人
55 人

23 人
53 人

0 人
2 人

小計 78 人 76 人 2 人

公営企業

病院
水道

下水道
その他

54 人
5 人
7 人

18 人

55 人
6 人
9 人

15 人

△ 1 人
△ 1 人
△ 2 人

3 人

小計 84 人 85 人 △ 1 人

合計 391 人 399 人 △ 8 人

③一般行政職の級別職員数の状況
　（平成 21 年４月１日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

計
標準
的な
職務
内容

主事 主事
主任

主任
主事

係長

主任

課長

主幹

課長
補佐

課長

主幹

職員数 1 人 2 人 89 人 76 人 40 人 14 人 222人

構成比 0.5％ 0.9％ 40.1％ 34.2％ 18.0％ 6.3％ 100％

◎職員給与費の状況

④職員給与費の状況（平成 21 年度普通会計予算）

職員数
（A）

給与費 1 人
当たり
給与費

（B/A）
給料 職員手当 期末・

勤勉手当
計

（B）

312 人
13 億

1,336 万
3 千円

2 億
6,313 万

2 千円

5 億
4,715 万

1 千円

21 億
2,364 万

6 千円

680 万
7 千円

㊟職員手当には退職手当を含みません。
　給与費は当初予算に計上された額です。

⑤職員の平均給料・給与、平均年齢の状況
　（平成 21 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給
料月額

平均給
与月額

平均
年齢

平均給
料月額

平均給
与月額

平均
年齢

北広
島町

35万
5,709円

41万
6,594円

45歳
1月

34万
5,617円

37万
667円

51歳
11月

国 35万
5,521円

39万
1,770円

41歳
6月

28万
5,548円

32万
2,737円

49歳
2月

⑥職員の初任給の状況（平成 21 年４月１日現在）

区分 北広島町 国

一般行政職
大学卒 16万1,600円 17万2,200円

高校卒 14万100円 14万100円

⑦職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　（平成 21 年４月１日現在）

経験年数
区分

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

20 年以上
25 年未満

一般
行政職

大学卒 28万
5,000円

32万
2,100円

36万
6,400円

高校卒 26万
500円

27万
9,900円

31万
8,600円

⑧職員手当の状況（平成 21 年度）

区分 6 月期 12 月期 計

期末手当 1.25 月分 1.5 月分 2.75 月分

勤勉手当 0.7 月分 0.7 月分 1.4 月分

計 1.95 月分 2.2 月分 4.15 月分

㊟職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり。

区分 支給率 自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

⑨特別職の報酬などの状況（平成 21 年度）

区分 給料・報酬
期末手当

6 月期 12 月期 計

町長 73万円
1.45 月分 1.65 月分 3.1 月分

副町長 60万2千円

議長 29万3千円

1.45 月分 1.75 月分 3.2 月分副議長 24万6千円

議員 22万1千円

問
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新成人１８９人が新たな門出
新成人へ喜びのエール！北広島町成人式

　北広島町成人式は、１月10日に千代田開発センター

で行われました。町内在住者や町出身者など、今年の

対象となる新成人は２６０人。うち１８９人が会場に足

を運びました。

　式典では、新成人代表で岩角大将さん（蔵迫）が

謝辞を述べ、「この町をわたしたちが支え、北広島町が

古里であるという自覚と誇りを持って、大人の生活を楽

しみましょう」と新成人たちに呼びかけました。

　また、式典後の「二十歳のメッセージ」では、新成

人４組７人が発表。警察官の橋奥一樹さん（高野出身）

は、北広島町の恩師や友人、両親や地域の人 の々支え

に感謝の言葉を述べ、「わたしたち一人ひとりが努力し

ていくことが、この町を変えていく第一歩」と語りました。

　数年ぶりに同級生と再会した新成人も多く、写真を

写しあうなど、閉会後もしばらくの間、その笑顔が途絶

えることはありませんでした。

式典の司会を務めた、西原聡美さん（有間）㊨と波多野恵さん
（丁保余原）

「二十歳のメッセージ」ではアマチュアバンドのステージも

カフェオーナーを目指す境知世さん（上石）は、「人生は一度し
かない。毎日全力で生きていきたい」と意気込みを語った

川戸千石太鼓のアトラクションでは、メンバーである新成
人２人も巧みなばちさばきを見せた

二十歳の記念に友達と記念写真。みんなとびきりの笑顔を
見せてくれた
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大量のペットボトルキャップを提供した大塚小学校の児童たち

始めよう！エコキャップ運動
地球環境改善と子どもたちにワクチンを

　北広島町商工会女性部では、平成22年度の事

業として「エコキャップ運動」を推進していき

ます。ペットボトルキャップを集めることで「地

球環境を改善」し、「世界の子どもたちにワクチ

ンを贈る」という2つのテーマで貢献できるリサ

イクル運動です。先日、大塚小学校の児童や先

生方から、大量のペットボトルキャップを送っ

ていただきました。皆さんも集められたら、お

気軽に声をおかけください。

野生生物を守るために
北広島町野生生物保護条例制定審議会

　豊かな生物が生息・生育している北広島町。町内

の様々な生物と自然環境を守るための条例制定を目指

し、１月18日、竹下町長から審議会（会長：中越信和

広島大学教授）へ諮問されました。学識経験者や地

域代表など14名で構成される審議会では、条例案の

検討作業が進められています。審議会の答申と条例

案に住民意見を反映させるため町が募集したパブリッ

クコメントを踏まえ、３月の町議会定例会で条例案を

提案する予定です。

審議会で野生生物保護条例案の検討作業が進められた

豊かな自然の中で長い年月をかけて培われ、受け継がれ、失われつつある伝統的な優れた農村

文化・生活などの技能・知識を有するその道の達人を「きたひろしまの達人」として募集します。

■募集期間

　平成 22 年２月19日（金）～ 3 月31日（水）

■応募書類

　達人認定候補者推薦書及び添付資料

※書類は、企画課または各支所自治振興課にあります。

※自薦他薦は問いません。

■認定基準

①町内に1年以上居住し、継続的に活動している方

②伝統的な優れた技能・知識を有する方で、広く認

識されている方

③後継者育成及び伝承に努めている方

④達人として活動するのにふさわしい人格を備えて

いる方

⑤達人活動として、技能・知識を公開できる方

⑥達人として一定年数以上の活動が見込まれる方

■認定方法

　きたひろしまの達人選考委員会（町内外の各種

団体により組織）により選考し、町長が認定します。

認定者には、認定証を交付し、副賞を授与します。

■認定後の活動

　町は達人の称号を授与し、その技能・知識を広く

顕彰します。達人は、保有する技能などの研鑽を図っ

ていただくとともに、伝承及び後継者の育成のため、

次の活動を行っていただきます。

①地域・学校・各種団体・町行事などでの実演、講演・

研修などの実施、体験入門・交流希望者の受入

②その他技能・知識振興のための活動

問い合わせ（応募先）

企画課地域振興係  ０８２６ - ７２ - ０８５６

各支所自治振興課（応募受付のみ）

きたひろしまの達人大募集
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　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 59 回

C
L
O

S
E
 U

P
>>>

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？

　

筏
津
に
お
住
ま
い
の
前
河
チ

エ
コ
さ
ん
は
、
大
正
６
年
生
ま

れ
の
93
歳
。
若
く
し
て
両
親
、

兄
弟
を
続
け
て
亡
く
さ
れ
、
結

婚
後
、
満
州
で
の
生
活
を
経
て

引
き
揚
げ
た
後
に
離
婚
し
、
女

手
ひ
と
つ
で
子
ど
も
を
育
て
た

な
ど
、
大
変
苦
労
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
当
時
は
つ
ら
か
っ
た
こ

と
も
、
今
で
は
、
「
あ
の
時
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
。」
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
前
河
さ

ん
は
、
亡
く
し
た
家
族
に
生
か

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
外
で
体
を
使
う
仕
事
が

好
き
で
、
畑
仕
事
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
の
こ
ぎ
り
片
手
に
山

の
手
入
れ
も
さ
れ
て
、
１
週
間

で
４
５
０
本
の
竹
を
切
っ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
元
気
の

秘
け
つ
は
、「
体
と
相
談
し
な
が

ら
動
く
」
こ
と
。
台
所
仕
事
も

休
憩
を
し
な
が
ら
無
理
せ
ず
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
月
１
回
の
川

柳
教
室
に
40
年
近
く
通
わ
れ
て

お
り
、
大
会
に
も
意
欲
的
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
え
て
老

い
に
関
わ
る
言
葉
を
使
わ
ず
、

若
い
発
想
で
考
え
る
川
柳
は
、

独
自
の
セ
ン
ス
が
光
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
自
慢
の
一
句
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
婚
さ
ん目

玉
焼
き
ま
でハ

ー
ト
型

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま

健
診
・
心
の
健
康
部
会
）

月
に
１
回
は

運
動
を
！

ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
運
動
部
会

ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
運
動
部
会
で
は
、「
自
分
（
運
動
部

会
員
）
も
楽
し
み
な
が
ら
地
域
や
事
業
所
に
出
向
い
て
運
動

の
良
さ
を
啓
発
し
た
り
、
一
緒
に
運
動
を
す
る
。」
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
、「
み
ん
な
で
楽
し
く
」
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
無
理
せ
ず

地
道
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎健康福祉まつりで早朝ウォーキング体験をしました！
　今年は少ない参加者でしたが、昨年に引き続いて参加した
方もいました。「ゆっくり歩いたが、指導のとおりに歩くと
疲れたぁ…。」という方も。自然の中での 2.4km ウォーキン
グは、とても気持ちが良かったです。

◎職場での運動の取り組みを勧めました！
　町内の２つの事業所を部会員で訪問し、職
場で運動に取り組んでもらうように勧めまし
た。その事業所の１つである「とよひらウイ
ング」（写真左）では、部会員による「まめ
マメきたひろしま」の活動紹介と簡単な体力
測定後に、とよひらウイングのトレーナーが
考案した「北広島っ子体操」を参加者全員で
行いました。まめマメ運動部会の訪問をきっ
かけに、毎日午後３時から職員と来館者で「北
広島っ子体操」をしておられます。この訪問
が健康づくりの一助になったという、うれし
い報告でした。

◎運動部会員が訪問します！
　地域の仲間や職場の仲間で運
動に取り組もうと思われる方
は、ご連絡ください。まめマメ
運動部会員が訪問します。

◆運動お助けメニュー例
①ラジオ体操やストレッチな

どの身近で簡単な運動の紹
介と指導

②エアロビクスなどの少し高
度な運動の紹介と指導

③ウォーキングの指導
④運動を続けるための定期的

な訪問（３か月～６か月間）
⑤運動に関する情報提供
⑥すでに取り組まれているこ

とについて、広報やきたひ
ろネットの取材

早期発見・早期治療
肝炎ウイルス検査！
Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎の治療は
格段に進歩しています。
ぜひ、検査を受けましょう。

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報
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解体からゴミ処理まで、すべてお任せください！

西部環境有限会社
一般廃棄物・産業廃棄物処理・総合解体業

出張、無料見積りいたします！お気軽にお問い合わせください。

〒 731-3821
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 310
リサイクル工場
　広島県山県郡安芸太田町大字土居 317-1

TEL（0826）28-1888　FAX（0826）28-1889

ちっちゃなことでも誠心、誠意、対応いたします。

広告

エコアクション 21
認証・登録番号 0002210

千代田運動公園からのお知らせ

北広島町内中学校軟式野球大会開催
昨年に続く第２回大会です。

３月22日（春分の日 振替休日）午前９時～ ( 雨天中止 )

参加予定校：大朝中・芸北中・新庄中・千代田中・豊平中

アザレア千代田・千代田運動公園
　　　　　　 ０８２６‐７２‐８８２２

広告

■
不
妊
専
門
相
談

　

不
妊
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、
不
妊

の
原
因
や
不
妊
の
検
査
・
治
療
な
ど
に

つ
い
て
、
広
島
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
の
専
門
の
助
産
師
・
産
婦
人
科
医

師
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。
男
女
を
問

わ
ず
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
も
相
談

で
き
ま
す
。

電
話
相
談

　


０
８
２
�
２
５
６
�
５
６
１
０

　
　

毎
週
火
・
水
曜
日　

　
　

午
後
４
時
～
６
時
30
分

電
子
メ
ー
�

　

毎
日
24
時
間
受
付

　

h
ttp

s
://w

w
w

.p
re

f.h
iro

s
h
im

a
.

lg
.jp

/h
u
n
in

/so
u
d
a
n
.h

tm
l

■
義
務
教
育
終
了
祝
金

　

母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の
児
童

が
、
健
や
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

よ
う
激
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
終

了
祝
金
（
１
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

該
当
の
方
は
、
３
月
末
日
ま
で
に
福
祉

課
ま
た
は
、
各
支
所
自
治
振
興
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
及
び
支
給
要
件

　

本
町
に
１
年
以
上
在
住
し
、
平
成
22

年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
母
子
家

庭
及
び
父
子
家
庭
の
児
童

請
求
者

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
児
童
の
母
及

び
父

　
　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
１

■
被
爆
健
康
手
帳
交
付
要
件
一
部
改
正

　

原
爆
投
下
後
に
、
被
災
し
た
被
爆
者

の
看
護
な
ど
を
行
っ
た
方
へ
の
被
爆
者

健
康
手
帳
の
交
付
要
件
が
一
部
見
直
さ

れ
ま
し
た
。

改
正
点

�
１
日
５
人
以
上
、
介
護
し
た
方

�
被
爆
し
た
人
が
15
人
以
上
い
た
収
容
施

設
な
ど
に
２
日
以
上
と
ど
ま
っ
た
方

�
前
述
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方

で
も
、
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
個
別

に
審
査
し
、
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

過
去
に
申
請
し
、
却
下
さ
れ
た
方
も

申
請
が
必
要
で
す
。
福
祉
課
ま
た
は
、

各
支
所
自
治
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

広
島
県
被
爆
者
対
策
課

　
　


０
８
２ - 

５
１
３ - 

３
１
１
６

　
　

福
祉
課
生
活
福
祉
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
１

　
　

芸
北
支
所
自
治
振
興
課

　
　


０
８
２
６ - 

３
５ - 

０
１
１
２

　
　

大
朝
支
所
自
治
振
興
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
２ - 

２
２
１
１

　
　

豊
平
支
所
自
治
振
興
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
３ - 

１
１
２
２

■
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

犬
追
原
団
地
（
大
朝
地
域
）
７
戸

　

志
路
原
団
地
（
豊
平
地
域
）
１
戸

　

特
・
松
崎
団
地
（
豊
平
地
域
）
１
戸

　

本
地
団
地
（
千
代
田
地
域
）
１
戸

　

特
・
雄
鹿
原
団
地
（
芸
北
地
域
）
１
戸

受
付
期
間

　

３
月
１
日
（
月
）
～
８
日
（
月
）

　
　

建
設
課
都
市
管
理
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
６
０

　
　

芸
北
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

３
５ - 

０
１
１
２

　
　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
２ - 

２
２
１
１

　
　

豊
平
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
３ - 

１
１
２
２

■
お
詫
�
�
訂
正

　

広
報
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
申
告

日
程
表
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

�
月
10
日
（
水
）
本
庁
�
階
会
議
室

　

八
重
14
・
15
・
16
・
17
・
24
区

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

…
問
い
合
�
�
先

問

問 問

問
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地
元
の
強
い
要
望
に
応
え

存
続
問
題
を
ク
リ
ア

　

平
成
12
年
、北
広
島
町
豊
平
病
院（
旧

豊
平
町
国
民
健
康
保
険
病
院
）
の
院
長

に
就
任
し
た
山
縣
院
長
。
当
時
、
豊
平

町
は
広
島
市
安
佐
北
区
の
可
部
地
区
に

隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
可
部
に
あ

る
大
き
な
病
院
へ
通
う
人
が
多
数
で
し

た
。
病
床
利
用
率
が
60
％
後
半
と
低

か
っ
た
た
め
、
ベ
ッ
ド
数
の
縮
小
も
し

く
は
外
来
の
み
の
運
営
に
し
て
は
ど
う

か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
病

院
の
新
築
工
事
が
進
ん
で
い
た
た
め
、

そ
の
ま
ま
の
規
模
を
保
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
14
年
に
新
病
院
が
完
成
し
、
現

在
の
地
に
全
面
移
転
し
ま
し
た
。
新
病

院
の
そ
ば
に
は
、
北
広
島
町
豊
平
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
そ
よ
か
ぜ
」、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
と
よ
ひ
ら
」

が
建
て
ら
れ
、
病
院
と
と
も
に
地
域
包

括
医
療
を
担
う
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
福
祉
の
分
野
に
も
医
師
が
関
わ
る

よ
う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、
山

縣
院
長
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
も
兼
務
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
２
月
の
大
朝
町
、
芸
北
町
、

千
代
田
町
、
豊
平
町
の
合
併
時
に
病
院

の
廃
止
問
題
が
浮
上
し
ま
し
た
が
、
当

時
の
町
議
会
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
元

の
人
た
ち
の
強
い
要
望
に
よ
り
存
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
病
院
名
を
「
北
広

島
町
豊
平
病
院
」
へ
改
称
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
地
道
に
地
元

住
民
と
の
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き
、

現
在
の
病
床
利
用
率
は
90
％
を
切
る
こ

と
は
な
く
な
り
、
外
来
患
者
数
も
少
し

ず
つ
で
す
が
、
増
加
し
て
い
ま
す
。「
普

通
の
こ
と
を
し
て
い
れ
ば
、
赤
字
は
そ

ん
な
に
出
な
い
も
の
で
す
」
と
山
縣
院

長
。

　

広
島
県
の
監
査
で
は
、
北
広
島
町
豊

平
病
院
に
、
医
師
を
７
名
置
く
よ
う

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
年
１
名
辞
め
た
た
め
、
現
在
は

５
名
の
医
師
の
ほ
か
に
、
広
島
大
学
病

院
か
ら
当
直
の
医
師
１
名
、
千
代
田
地

区
か
ら
１
名
派
遣
を
受
け
、
７
名
体
制

を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
医
師
不
足
は
痛

感
し
て
い
ま
す
。
山
縣
院
長
は
「
中
山

間
部
の
医
療
は
、
専
門
医
よ
り
も
総
合

的
な
知
識
を
持
つ
医
師
が
求
め
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
日
本
に
は
総
合
医

と
い
う
制
度
が
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う

な
制
度
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
今
は
、
昔
に
比
べ
て

医
者
の
数
は
４
倍
近
く
多
い
の
に
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
専
門
医
。
今
か
ら
医
師

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
は
、

も
っ
と
地
域
医
療
に
携
わ
っ
て
総
合
医

と
し
て
の
力
も
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
提
言
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
広
島
町
豊
平
病
院
で
は
、

北
広
島
町
の
保
健
課
が
主
に
行
う
健
康

診
断
の
実
施
場
所
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
他
の
病
院
で
手
術
を
受
け
た
後
の

術
後
管
理
や
リ
ハ
ビ
リ
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
平
成
14
年
度
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
「
わ
く
わ
く
」

の
開
設
の
ほ
か
、
平
成
18
年
に
は
言
語

聴
覚
療
法
の
認
可
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

山
縣
院
長
は
「
病
院
ご
と
の
役
割
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
別
の
地
域
の
病
院

で
手
術
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
の
治
療

は
近
く
の
病
院
で
受
け
た
い
と
思
う
患

者
さ
ん
が
多
数
い
ま
す
。
そ
う
い
う
人

た
ち
を
受
け
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
他
の
病
院
と
の
連
携
の
仕
方

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

院内の一角に設けられた高気圧酸素治療の
部屋。患者は装置の中で横になり、ゆった
りとした状態で治療を受けられます。

地
元
住
民
に
安
心
と
信
頼
を

地
域
密
着
型
の
医
療
を
め
ざ
し
て

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
発
行

す
る
「
広
島
の
国
保 

№
６
７
５
」
で
、

北
広
島
町
豊
平
病
院
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
医
療
の
現
状
や
課
題
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
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い
う
制
度
を
県
等
に
作
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
」。

県
内
で
も
め
ず
ら
し
い

高
気
圧
酸
素
治
療
装
置

　

北
広
島
町
豊
平
病
院
で
は
、
高
気
圧

酸
素
治
療
装
置
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
広
島
県
内
で
も
17
施
設
に
し

か
設
置
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
山
縣

院
長
が
県
立
神
石
三
和
病
院
（
現
神
石

高
原
町
立
病
院
）
院
長
在
任
中
、
使
用

を
開
始
し
、
そ
し
て
山
縣
院
長
が
北
広

島
町
豊
平
病
院
の
院
長
に
就
任
し
た

際
、
こ
の
装
置
を
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

酸
素
の
圧
、
濃
度
、
毒
性
（
酸
素
中
の

弱
い
バ
イ
菌
に
効
果
が
あ
る
）
を
利

用
し
て
血
の
流
れ
を
良
く
し
、
脳
卒
中

や
腸
閉
塞
な
ど
、
血
行
障
害
の
治
療
に

効
果
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
北
広
島
町
に
は
高
齢
者
が
多
く
、

高
齢
者
に
多
い
脳
血
管
障
害
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
山
縣
院
長
が
専
門
医
と
な
り
、

現
在
は
専
門
技
師
１
名
が
常
駐
し
、
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
治
療
に
は
１
時

間
半
か
か
り
ま
す
が
、
効
果
が
あ
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
、
時
に
は
島
根
県
な

ど
遠
方
か
ら
も
患
者
が
訪
れ
ま
す
。

地
元
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

在
宅
医
療
の
充
実
を
目
指
す

　

北
広
島
町
は
人
口
が
減
り
つ
つ
あ

り
、
高
齢
者
が
多
い
地
域
で
す
。
北
広

島
町
豊
平
病
院
は
、
町
の
中
心
地
か
ら

外
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
た
め
、
交
通

の
便
が
悪
く
通
い
づ
ら
い
人
も
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
在

宅
医
療
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
雪
が

降
り
移
動
に
時
間
が
か
か
る
こ
の
時
期

は
、
地
元
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て

も
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
、
往
診
の
数
も

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
北
地
区
に
あ
る
２
か
所
の

診
療
所
に
も
週
１
回
、
理
学
療
法
士
を

派
遣
し
、
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
近
隣
に
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
ゆ
り
か
ご
荘
」
そ
の
付
属
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
お
よ
び
小
規
模
老
人
ホ
ー

ム
「
清
楽
荘
」
の
責
任
病
院
と
し
て
、

「若い人は『治す治療』をしなければ
なりませんが、お年寄りには『悪くな
らない治療』を心がけます。治すとい
うよりは、いい状態を維持するという
ことです」と山縣院長。

病院の２階にある屋上庭園。病室や談話室からも
眺める事ができ、病室からも直接外に出られるよ
うになっています。

屋根には瓦を使用してあり、周りの風景にも溶け込んでいます。

◉北広島町豊平病院

住 所　山県郡北広島町阿坂4705
院 長　山縣司政
診 療 科 目　内科、外科、リハビリテーション科、眼科
緊 急 外 来　救急対応あり
病 床 数　44床

■併設の施設
　北広島町豊平保健福祉総合センター「そよかぜ」
　訪問看護ステーション「とよひら」
■特定健診
　実施
■特定保健指導
　－

入
所
者
の
健
康
管
理
も
行
い
ま
す
。「
ゆ

り
か
ご
荘
」
へ
は
週
２
回
往
診
し
て
お

り
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
「
清
楽
荘
」
に
は
、

希
望
者
に
対
し
特
別
往
診
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
８
月
に
は
県
内
唯
一
の
在

宅
療
養
支
援
病
院
に
も
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
将
来
的
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
設

備
を
施
し
た
回
診
車
で
出
張
診
療
を
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

数
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
が
」
と
山
縣
院
長
。
地
域
住
民
の

立
場
に
立
っ
た
医
療
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。

＊
取
材
・
文　
　

広
島
県
国
保
連
合
会

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化
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ポ
ー
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■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
宅
内
配
線
工
事
は

お
早
め
に
宅
内
工
事
登
録
店
へ

　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
宅
内
配
線
工
事

は
、
手
続
き
を
行
え
ば
、
保
安
器
の
設

置
前
で
も
施
工
で
き
ま
す
。
保
安
器
へ

の
接
続
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降

に
な
り
ま
す
。（
芸
北
地
域
除
く
）

　

な
お
、
宅
内
の
配
線
工
事
は
、
宅
内

工
事
登
録
店
以
外
の
業
者
や
個
人
が
工

事
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
加

入
し
た
世
帯
が
す
べ
て
接
続
し
て
い
る

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
に

不
備
が
あ
っ
た
場
合
、
他
の
世
帯
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
【
表
１
】
の
宅
内
工
事
登
録
店
へ
工

事
の
発
注
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始

　

宅
内
配
線
工
事
が
完
了
し
、
平
成
22

年
４
月
か
ら
保
安
器
に
接
続
し
た
場
合

は
、【
表
２
、
３
】
の
と
お
り
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
再
送
信
、
自
主
放
送
番

組
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が

ご
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
面
供
用

開
始
と
な
る
平
成
22
年
７
月
か
ら
は
、

す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
で
き
ま

す
。
利
用
を
開
始
さ
れ
る
際
に
は
、
宅

内
工
事
登
録
店
経
由
で
利
用
開
始
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

７
４
４
７

【表１】きたひろネット宅内工事登録店一覧表（平成 22 年２月現在、地域・50 音順）

芸北地域

うえふじ電器 北広島町川小田 928  0826 - 36 - 3160

芸北ネットサービス 北広島町東八幡原 722  0826 - 37 - 0416

㈲芸北プロパン不二屋 北広島町川小田 76  0826 - 35 - 0536

宮本電機 北広島町溝口 798-5  0826 - 38 - 0300

村口電工 北広島町大暮 1052  0826 - 38 - 0635

山下電機 北広島町東八幡原 261-1  0826 - 37 - 0432

大朝地域

Excel そり（デオデオ大朝店） 北広島町大朝 5659-2  0826 - 82 - 2469

㈲大朝電化センター 北広島町大朝 2456  0826 - 82 - 2062

カタオカ電器 北広島町新庄 2047  0826 - 82 - 2877

槙野電器 北広島町田原 1016  0826 - 82 - 2701

森山電工 北広島町宮迫 383-3  0826 - 82 - 3417

千代田地域

淡路電気工事㈱千代田営業所 北広島町本地下迫 1777-8  0826 - 72 - 0611

㈱スミヨシ 北広島町有田 1013  0826 - 72 - 3251

㈱中電工北広島営業所 北広島町有田 167-1  0826 - 72 - 2106

㈲千代田住宅設備 北広島町有田 1547  0826 - 72 - 2132

㈲千代田電機サービスセンター 北広島町有田 498-7  0826 - 72 - 2245

竹本セッティングサービス 北広島町今田 3931-2  0826 - 72 - 2452

デオデオ千代田店 北広島町有田 1532  0826 - 72 - 5753

㈱トエル 北広島町有田 500  0826 - 72 - 4606

広島瓦斯販売㈱ 北広島町有田 935  0826 - 72 - 2067

広森電機 北広島町後有田 1723-8  0826 - 72 - 2130

豊平地域

上田ラジオ 北広島町戸谷 181-1  0826 - 83 - 0603

太陽総合設備 北広島町志路原 633-4  0826 - 83 - 1137

デンキのイトー豊平店 北広島町今吉田 1778-3  0826 - 84 - 0417

㈲豊平電業社 北広島町阿坂 4431-3  0826 - 84 - 1005

メイコウおおつぼ 北広島町吉木 2405  0826 - 84 - 1375

吉田建設㈱ 北広島町志路原 1799  0826 - 83 - 1078

【表２】きたひろネットサービスの流れ

区分 4 月 5 月 6 月 7 月

基本
サービス

地上デジタル放送の再送信

自主放送番組の放送

音声お知らせ

加入者間無料電話〔IP（050）電話〕

基本サービス料金（税込み） 1,050 円／月 2,000 円／月

オプション

インターネット

多チャンネル

インターネット・多チャンネル料金 【表３】参照

　㊟ NHK 受信料は、従来どおり別途必要です。

【表３】インターネット・多チャンネル料金

インターネット料金（税込み）1Mbps 2,900 円 / 月 10Mbps 3,300 円 /月 30Mbps 4,500 円 /月 120Mbps 6,000円/月

多チャンネル料金（税込み） デラックス（60ch）3,500 円／月 ミニ（20ch）　 800 円／月

　㊟ NHK 受信料は、従来どおり別途必要です。
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全町域開始

全町域開始

全町域開始

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ



1� Public Relations Kitahiroshima
2010.�

■
廃
食
油
を
回
収
し
て
い
ま
す

　

北
広
島
町
で
は
、
使
用
済
み
の
食
用

油
（
廃
食
油
）
の
回
収
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
廃
食
油
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
～

ね
・
お
お
あ
さ
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
に
加
工
さ
れ
、
軽
油

を
燃
料
と
す
る
車
や
農
業
機
械
、
発
電

機
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
地
球
環

境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
策

と
し
て
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
役
場
本
庁

や
各
支
所
、
一
部
の
集
会
所
な
ど
に
あ

り
、
回
収
容
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

回
収
日
時
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
家
庭
な
ど
で
処
分
す
る
廃
食
油

を
、
い
つ
で
も
ご
自
由
に
お
持
ち
い
た

だ
き
、回
収
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
６

■
役
場
の
開
庁
時
間
の
変
更

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
次
の
公
共
施

設
の
開
庁
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

施設名 開庁時間

役場本庁
各支所
各出張所
各保健センター
芸北ホリスティックセンター
人権センター
図書館分館（豊平・芸北）

開庁時間を
15 分短縮

午前８時 30 分

～

午後５時 15 分

㊟北広島町図書館・図書館分館（千代田）・各
公民館・戦国の庭歴史館・芸北高原の自然館・
道の駅・各公立保育所・児童館・緑清苑・
仁愛園・豊平病院の利用時間は変更ありま
せん。

　
　

総
務
課
人
事
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

２
１
１
１

■
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
、
地
域
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝

く
じ
の
普
及
広
報
を
図
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
に
必
要
な
設
備
等
の

整
備
に
関
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は
、
次
の
３
団
体
が

助
成
事
業
の
対
象
と
な
り
備
品
や
機
材

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

◎
豊
平
地
域
自
治
振
興
課
会

　

桶
胴
太
鼓
13
台
、
バ
チ
16
組
、
小
太

鼓
１
台
、
さ
さ
ら
２
組
、
幟
１
式
、
菅

笠
10
枚
、
お
け
さ
笠
６
枚

◎
芸
北
地
域
振
興
協
議
会

　

イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
（
２
Ｋ
×
２
ｋ
）

10
張
、（
２
ｋ
×
４
ｋ
）
１
張
、（
３
ｋ

×
５
ｋ
）
３
張

◎
大
朝
地
域
協
議
会

　

サ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
１
式
、
発
電
機

１
台
、
Ｆ
ｋ
ｅ
パ
ネ
ル
56
枚
、
Ｆ
ｋ
ｅ

ポ
ー
ル
（
Ｓ
型
）
52
本
、
Ｆ
ｋ
ｅ
ポ
ー

ル
（
Ｔ
型
）
10
本

　
　

企
画
課
地
域
振
興
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
６
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「病気・事故などの急な出費での借り入れ

や、クレジットのリボ払いで買い物を続け

た結果、あっという間に借金がふくらみ、

そのうち借金の返済のために借金をするよ

うになった。雪だるま式に増えた借金の返

済が苦しい…」このような状態を「多重債

務」といいます。特に借金返済のために借

金をする状態まで進んでしまうと、多重債

務を自力で解決することは大変難しくなり

ます。人権センターでは、多重債務の相談

受付所として、法律相談所を毎月第１・３

木曜日に開設しています。お気軽にご相談

ください。

費者トラブル消

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５- １）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop

●法律相談所（要予約）

　毎月第１・３木曜日　午後１時～４時

　予約電話０８２６ - ７２ - ５０２０

借金の返済が苦しい …

　「ひろしま夏の芸術祭」で実現した、世界初

となる神楽とオーケストラの共演を、地元、北

広島町で開催します。

と　き　３月 17 日（水）

　　　　開場　午後５時 30 分～

　　　　開演　午後６時 20 分～

ところ　千代田運動公園総合体育館

出　演　管弦楽　広島交響楽団

　　　　演　舞　北広島神楽団

　　　　（山王神楽団・東山神楽団・八重西神楽団）

チケット　前売券　１，０００円

　　　　当日券　１，２００円

構　成　第１部　滝夜叉姫　山王神楽団

　　　　第２部　オロチ～火と水への讃歌～

　　教育委員会生涯学習課

　　０８２６ - ７２ - ０８６４

くらしの情報The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g
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北広島町内
６スキー場営業中

�
�
�
�
�
盛
冬

�
い 

と
う
�
正
当
�
正
し
く
て
道
理
に
あ
っ
て
い
る
こ
と
。

�
い 

と
う
【
盛
冬
】
冬
の
最
中
。

�
い 

と
う
【
製
糖
】
砂
糖
を
作
る
こ
と
。 

人情報コーナー求
2 月 8 日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

今井運送 株式会社 資材運送

八剣伝 千代田店 接客業

医療法人 明和会 北広島病院･あけぼの 看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 理学療法士、看護師

社会福祉法人 北広島町社会福祉協議会 登録ヘルパー

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

株式会社 どんぐり村 接客、フロント

北広島町豊平病院 薬剤師

丸二 株式会社 製造

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

株式会社 スミヨシ 接客販売

株式会社 タック 交通誘導警備員

森脇醤油 製造元 営業、販売、配達

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

株式会社 やまびこ 広島工場 製造業・事務

今井運送 株式会社 普通平ボデー・大型ウイング・大型ユニック運転手

　　＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

◆スキーパーク寒曳 ＜大朝＞
　　　　 0826-82-3939

◆ユートピアサイオト ＜才乙＞
　　　　 0826-35-1234

◆八幡高原 191 ＜西八幡原＞
　　　　 0826-37-0341

◆芸北国際スキー場 ＜中祖＞
　　　　 0826-35-0250

◆雄鹿原高原スキー場 ＜荒神原＞
　　　　 0826-35-0952

◆大佐スキー場 ＜荒神原＞
　　　　 0826-35-0038

　  　 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　  　  ０８２６‐７２‐０８５６
　  　 ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

問

◆「広報きたひろしま」が、平成 21年度広島

県広報コンクール（広報紙・町部）で、２年連

続の最優秀賞をいただきました。受賞作品は、

特集「北広島に暮らす」を掲載した、昨年の８

月号です。取材に応じてくださった方 を々はじ

め、町民のみなさんに心からお礼申し上げます。

広報担当２人体制となり１年。これからも多く

の方々に喜んで読んでいただける広報紙を目

指し、努力していきたいと思います。

３月 1 日（月）

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

>>> Human rights 人権フェスタ 2009

ちきゅうは

一人一人が

守るんだ。

>>> Editor's postscript 編集後記

>>> Population 人口と世帯

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> \\\ 納期限

だめだよと、

言える勇気と

聞く心

［１月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,489 人 （－ 13）

    男 9,794 人 （－７）

    女 10,695 人 （－６）

    世帯数 8,296 世帯 （＋４）

●国民健康保険税［９期］
●後期高齢者医療保険料［８期］

細 竹



　

高原からの花便り　№61

ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、
予
感
だ
け
は
あ
る
の
で

す
。
綿
の
よ
う
な
雪
が
降
る
日
、
晴
れ
た
の
に

冷
え
込
ま
な
い
夜
、
土
が
露あ

ら

わ
に
な
る
田
ん
ぼ
。

そ
ん
な
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
数
え
な
が
ら
新
し
い

季
節
を
迎
え
る
の
は
、
何
か
焦じ

ら
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
水
が
流
れ

る
湿
原
も
、
雨
水
を
迎
え
て
も
な
お
、
じ
っ
と

何
か
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
は
そ
ん
な
湿
地
の
水
路
を
、

黄
色
に
埋
め
尽
く
す
花
で
す
。「
雪
解
け
と
と
も

に
咲
く
」
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

芸
北
で
は
穀こ

く
う
　雨

の
頃
か
ら
咲
き
は
じ
め
、
立
夏

の
頃
に
盛
り
を
迎
え
る
の
で
、
夏
を
呼
ぶ
花
の

印
象
が
あ
り
ま
す
。
姿
が
似
て
い
る
エ
ン
コ
ウ
ソ

ウ
の
茎
が
横
に
は
っ
て
い
く
の
に
対
し
、
茎
が
立

ち
上
が
っ
て
咲
く
の
で
「
立リ

ュ
ウ
キ
ン
カ

金
花
」
の
名
が
付
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

５
～
６
枚
の
花
弁
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
は

萼が
く
へ
ん片

で
、
花
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

科
の
仲
間
に
は
、
花
の
色
や
形
が
同
じ
種
の
中

で
多
様
に
変
化
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
も
同
様
で
、
同
じ
湿
原
に
生
え

て
い
て
も
、
萼
片
の
数
や
形
、
雄
し
べ
や
雌
し

べ
の
数
は
様
々
で
す
。

日
本
の
中
で
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
生
育
し
て
い

る
場
所
は
中
部
以
北
に
多
く
、
中
国
地
方
で
は

三
朝
町
や
恋こ

い
が
く
ぼ

ヶ
窪
湿
原
、
赤
名
湿
地
、
そ
し
て

八
幡
湿
原
な
ど
、
飛
び
飛
び
に
分
布
し
て
い
ま

す
。
九
州
で
も
福
岡
、
大
分
、
熊
本
の
３
県
に

し
か
見
ら
れ
ず
、
熊
本
よ
り
南
に
は
生
育
し
ま

せ
ん
。
ど
う
や
ら
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
は
寒
い
と
こ
ろ

を
好
む
植
物
の
よ
う
で
す
。
分
布
の
範
囲
は
広

い
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
地
は
ず
い
ぶ
ん
離

れ
て
い
ま
す
。
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
は
、
地
球
全
体

が
今
よ
り
も
ず
っ
と
寒
か
っ
た
「
氷
河
期
」
に

分
布
を
拡
げ
ま
し
た
が
、
今
の
よ
う
な
暖
か
い

時
代
に
な
っ
た
た
め
に
、
西
日
本
の
暖
か
い
場

所
で
は
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
山
地
の

湿
地
に
生
き
て
い
た
も
の
だ
け
が
生
き
延
び
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
、八
幡
で
は
「
暖
か
い
ね
」「
お
か
し
い
ね
」

と
い
う
挨
拶
を
交
わ
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
雪
深
い
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
待
ち
遠
し
い

と
思
う
間
も
な
く
訪
れ
る
春
を
皆
さ
ん
が
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。
氷
河
期
か
ら
細
々
と
生
き

延
び
た
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
同
じ
よ
う
に
感
じ
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。
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